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○評価結果一覧【重点プロジェクト】 

基本方針 プロジェクト 担当課 庁内 外部 総合評価 

重点プロジェクト１ 

台風災害からの復旧

復興 

プロジェクト１-１ 集落の形成 a a a 

a プロジェクト１-２ 防災体制の強化 a a a 

プロジェクト１-３ 産業経済の再生 b b b 

重点プロジェクト２ 

魅力ある居住環境の

整備 

プロジェクト２-１ 町営住宅の入居しやすい環境づくり a a a 

a プロジェクト２-２ 空き家・空き地バンクの充実 a a a 

プロジェクト２-３ 多様なニーズに対応した宅地と住宅の供給 a a a 

重点プロジェクト３ 

結婚・出産・子育て

環境の充実 

プロジェクト３-１ 様々な事情に配慮し地域資源を生かした結婚支援活動の推進 a b b 

a プロジェクト３-２ 妊産婦・乳幼児が安心できる環境整備 a a a 

プロジェクト３-３ 医療費助成など子育て世帯への経済的負担の軽減 a a a 

重点プロジェクト４ 

関係人口の拡大 

プロジェクト４-１ 移住・定住のきめ細やかな相談窓口の開設 a a a 

b プロジェクト４-２ 町出身の若者など本町に関心がある人との交流促進 b b b 

プロジェクト４-３ 魅力ある観光拠点づくり c c c 

重点プロジェクト５ 

産業の強化による働

く環境の充実 

プロジェクト５-１ 安定かつ持続ある生産体制の構築 a b b 

b プロジェクト５-２ 第三セクターを基盤とした地域産業の振興 b b b 

プロジェクト５-３ 各産業分野における担い手の育成 b b b 

重点プロジェクト６ 

持続する集落形成 

プロジェクト６-１ 地域振興協議会を核とした活動支援 a a a 

a 
プロジェクト６-２ 高齢化に対応した移動手段確保などの生活支援 b b b 

プロジェクト６-３ 地域防災の環境整備 a a a 

プロジェクト６-４ 地域包括ケアシステムの推進 a a a 
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○重点プロジェクトの KPI 達成度について 

Ａ  実績値/目標値≧達成率 80％ 

Ｂ  達成率 60％≦実績値/目標値＜達成率 80％ 

Ｃ  達成率 40％≦実績値/目標値＜達成率 60％ 

Ｄ  実績値/目標値＜達成率 40％ 
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○重点プロジェクト１ 

重点プロジェクト１ 台風災害からの復旧復興 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

１-１ 
集落の形成 a a a 

プロジェクト 

１-２ 
防災体制の強化 a a a 

プロジェクト 

１-３ 
産業経済の再生 b b b 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト１‐１ 集落の形成 

地域づくり活動及び町民の自主性を生かした活動の支援、地域医療の充実、福祉体制の充実、町民の

定住意向の強化、福祉体制の充実、少子高齢化に対応した公共交通の充実、移住・定住への相談、支

援体制の強化、多様なニーズに応じた住環境の整備" 

プロジェクト１‐２ 防災体制の強化 災害時の迅速対応可能な体制の構築、避難行動要支援者の個別計画作成の推進、地域防災力の向上 

プロジェクト１‐３ 産業経済の再生 
農林水産業の生産体制の強化、中小企業の経営支援、生産力の向上、地場産品の付加価値の向上、新

たな特産品開発、龍泉洞の魅力度向上、広域連携による観光客の誘客、観光客の受入れ体制の構築 

 

○KPI について 

指標 現状値（R１） 目標値(R４) 
R２ 

実績状況 
実績値 対現状値 達成度 

平成 28年台風第 10号

豪雨災害復旧復興予算

（単位：千円） 

2,587,647 ０ 1,257,115 48.58% Ｂ 

・県の復旧事業と調整し、町の復旧事業の

進捗が図られた。また、派遣職員等の支援

が継続されている。 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

a 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○重点プロジェクト２ 

重点プロジェクト２ 魅力ある居住環境の整備 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

２-１ 
町営住宅の入居しやすい環境づくり a a a 

プロジェクト 

２-２ 
空き家・空き地バンクの充実 a a a 

プロジェクト 

２-３ 
多様なニーズに対応した宅地と住宅の供給 a a a 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト２-１ 

町営住宅の入居しやすい環境づくり 
良質で安全な公営住宅の供給、公営住宅の入居要件の緩和 

プロジェクト２-２ 

空き家・空き地バンクの充実 

良好な住宅・宅地の供給、空き地・空き家バンクの利用促進、事業者等との連携、危険な空

き家等対策 

プロジェクト２-３ 

多様なニーズに対応した宅地と住宅の供給 
多様なニーズに対応可能な魅力的な居住環境の整備 

 

○KPI について 

指標 現状値（R１） 目標値(R４) 
R２ 

実績状況 
実績値 対目標値 達成度 

住宅新築戸数※目標値

はＲ２～Ｒ４までの累

計（単位：戸） 

36 67 38 56.7% C 

 平成 28 年台風第 10号災害被災者の再建

が進んだことにより、新築件数は伸びてい

る。 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

a 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○重点プロジェクト３ 

重点プロジェクト３ 結婚・出産・子育て環境の充実 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

３-１ 

様々な事情に配慮し地域資源を生かした結

婚支援活動の推進 
a b b 

プロジェクト 

３-２ 
妊産婦・乳幼児が安心できる環境整備 a a a 

プロジェクト 

３-３ 

医療費助成など子育て世帯への経済的負担

の軽減 
a a a 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト３-１ 

様々な事情に配慮し地域資源を生かした結婚支援

活動の推進 

結婚に関する相談支援の充実、婚活イベントの開催等による地域の魅力の発信 

プロジェクト３-２ 

妊産婦・乳幼児が安心できる環境整備 
予防接種、妊婦健診、乳幼児健診、切れ目ない子育てへの支援 

プロジェクト３-３ 

医療費助成など子育て世帯への経済的負担の軽減 
子育て世代への経済的負担の軽減 

 

○KPI について 

指標 現状値（Ｈ29） 目標値（R４） 
R２ 

実績状況 
実績値 対目標値 達成度 

合計特殊出生率（単

位：‰） 
1.91 2.07 1.99 96.1% А 

・実績値は、R1確定数（岩手県保健福祉年

俸から） 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

a 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○重点プロジェクト４ 

重点プロジェクト４ 関係人口の拡大 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

４-１ 
移住・定住のきめ細やかな相談窓口の開設 a a a 

プロジェクト 

４-２ 

町出身の若者など本町に関心がある人との

交流促進 
b b b 

プロジェクト 

４-３ 
魅力ある観光拠点づくり c c c 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト４-１ 

移住・定住のきめ細やかな相談窓口の開設 

移住・定住コーディネーターの育成、相談窓口の強化、ふるさと回帰支援センターなど

との情報共有、連携、就業、起業するための支援、プロフェッショナル人材戦略拠点な

ど関係機関との情報共有、連携 

プロジェクト４-２ 

町出身の若者など本町に関心がある人との交流促進 

友好都市、ふるさと会などどの交流、移住、定住に関する情報の提供、関係人口の創

出・拡大、UIターンに関する取組強化、観光・自然体験などによる来訪を通じた取組 

プロジェクト４-３ 

魅力ある観光拠点づくり 

龍泉洞の再整備、潜在的な観光資源の堀りおこしと広域観光連携、情報発信と地域のブ

ランディング化、廃校施設活用への調査、研究 

 

○KPI について 

指標 現状値（Ｈ30） 目標値(R４) 
R２ 

実績状況 
実績値 対目標値 達成度 

交流人口（単位：千人） 425 600 200 33.3% D - 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

b 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○重点プロジェクト５ 

重点プロジェクト５ 産業の強化による働く環境の充実 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

５-１ 
安定かつ持続ある生産体制の構築 a b b 

プロジェクト 

５-２ 
第三セクターを基盤とした地域産業の振興 b b b 

プロジェクト 

５-３ 
各産業分野における担い手の育成 b b b 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト５-１ 

安定かつ持続ある生産体制の構築 

農林水産業の生産組織の育成と強化、創業・事業継承による地域産業の活性化、既存産業が持

続安定できる仕組みの検討 

プロジェクト５-２ 

第三セクターを基盤とした地域産業の振興 

三セクへの支援（６次産業化の推進、経営課題解決に必要な人材の育成）、新商品開発などに

対する取組強化 

プロジェクト５-３ 

各産業分野における担い手の育成 

地域企業への UIターン就職の拡大と地元定着の推進、岩泉高校における人材教育への支援、

若年層の生活・就業体験の促進、地域企業への UIターン就職の拡大と地元定着の推進、各産

業分野における人材育成の推進 

 

○KPI について 

指標 現状値（Ｈ30） 目標値(R４) 
R２ 

実績状況 
実績値 対目標値 達成度 

人口の社会増減（単位：人） ▲46 ▲18 ▲ 101 17.8% D - 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

ｂ 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○重点プロジェクト６ 

重点プロジェクト６ 持続する集落形成 担当 庁内 外部 

プロジェクト 

６-１ 
地域振興協議会を核とした活動支援 a a a 

プロジェクト 

６-２ 
高齢化に対応した移動手段確保などの生活支援 b b b 

プロジェクト 

６-３ 
地域防災の環境整備 a a a 

プロジェクト 

６-４ 
地域包括ケアシステムの推進 a a a 

 

○評価 

Plan 

プロジェクト 

Do 

主な事業 

プロジェクト６-１ 

地域振興協議会を核とした活動支援 

地域振興協議会への支援、住民の主体的な活動への支援、集落生活圏内外との交通ネットワーク

の形成による利便性の高い地域づくり、防災機能の強化 

プロジェクト６-２ 

高齢化に対応した移動手段確保などの生活

支援 

公共交通運賃の軽減、事業者との連携・協働、デマンド交通の構築の検討 

プロジェクト６-３ 

地域防災の環境整備 

地域防災体制の確立・強化、災害時の自助・近助・共助や情報、知識の啓発 

防災備蓄の充実 

プロジェクト６-４ 

地域包括ケアシステムの推進 
地域ぐるみで高齢者を支える体制づくり、生活支援体制の整備、強化 

 

 

a 計画どおりに事業を進めることが適当 

b 事業の進め方の改善の検討 

c 事業規模・内容又は事業主体の見直しの検討 

d 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討 

総合評価 

a 
 

※総合評価は、左の表について、a＝

100 点、b＝75点、c＝50点、d＝25点

として、その合計点を取組数で割った

平均点により算出。 
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○KPI について 

指標 現状値（Ｈ30） 目標値(R４) 
R２ 

実績状況 
実績値 対目標値 達成度 

地域振興協議会数 

（単位：団体） 
６ ６ ６ 100.0% A ・６協議会を継続維持している。 

 


